
で
の
「
カ
ジ
ノ
」
開
業

を
「
成
長
戦
略
」
だ
と

う
そ
ぶ
き
ま
す
。
そ
し

て
「
大
阪
万
博
」
を
隠

れ
蓑
に
、
メ
ト
ロ
中
央

線
、
Ｊ
Ｒ
桜
島
線
、
京

阪
中
之
島
線
な
ど
の
延

伸
、
夢
舞
大
橋
の
拡
幅

計
画
な
ど
お
び
た
だ
し

い
巨
大
開
発
計
画
を
だ

し
て
い
ま
す
。
昨
年
４

月
に
民
営
化
し
た
ば
か

り
の
大
阪
メ
ト
ロ
は
年

末
に
、
カ
ジ
ノ
開
業
に

合
わ
せ
高
さ
２
５
０
㍍

を
超
え
る
駅
ビ
ル
建
設

に
１
千
億
円
を
か
け
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
ベ
イ
エ
リ

ア
開
発
」
の
二
の
舞
。

「
府
市
一
体
」
で
新
た

な
「
負
の
遺
産
」
を
生

み
出
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
維
新
政

治
」
が
「
異
質
の
悪

政
」
だ
か
ら
で
す
。
何

よ
り
も
「
住
民
投
票
」

で
否
決
さ
れ
た
大
阪
市

つ
ぶ
し
、
暮
ら
し
壊

し
、
民
主
主
義
も
壊
す

や
り
方
に
、「
維
新
」

以
外
の
す
べ
て
の
会
派

が
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

お
ま
け
に
維
新
は
、

府
民
多
数
が
反
対
す
る

「
カ
ジ
ノ
誘
致
」
を
ご

り
押
し
。
テ
ス
ト
、
テ

ス
ト
の
異
常
な
管
理
・

競
争
教
育
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
「
住
民
投
票
」
で
も

み
ら
れ
た
、
市
民
に
分

断
と
対
立
を
あ
お
る
や

り
方
に
も
、
維
新
以
外

の
各
党
が
批
判
し
て
い

ま
す
。

す
る
カ
ジ
ノ
誘
致
を
断

念
さ
せ
、
税
金
は
「
カ

ジ
ノ
よ
り
防
災
」「
カ
ジ

ノ
よ
り
福
祉
」
に
使
え

と
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。

　

市
民
に
分
断
と
対
立

を
持
ち
込
む
「
維
新
政

治
」
で
な
く
、
お
互
い

が
尊
重
さ
れ
、
多
様
性

の
あ
る
「
庶
民
の
大

阪
」
を
取
り
戻
す
こ
と

も
大
事
で
す
。
安
倍
政

権
に
追
随
し
、「
副
首

都
」
な
ど
と
い
っ
て
何

で
も
東
京
の
も
の
ま
ね

す
る
の
で
は
な
く
、
大

阪
の
進
路
は
大
阪
で
決

め
ま
し
ょ
う
。

　
「
維
新
政
治
」
の
転

換
で
、
新
し
い
大
阪
を

ご
一
緒
に
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

言
い
出
し
ま
し
た
。

　

狙
い
は
、
公
明
党
を

脅
か
し
、「
住
民
投

票
」
に
持
ち
込
む
。
さ

も
な
く
ば
、「
強
行
突

破
」
で
、「
ダ
ブ
ル

選
」
を
テ
コ
に
府
議
選

・
大
阪
市
議
選
で
「
維

新
単
独
過
半
数
」
を
得

る
こ
と
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
府
民
・
市

民
に
は
大
き
な
迷
惑
で

す
。
正
々
堂
々
と
府
民

市
民
に
中
身
を
訴
え
、

支
持
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
、「
密
約
」
と

「
脅
か
し
」「
何
で
も
政

局
」
で
し
か
前
に
動
か

せ
な
い
「
大
阪
都
」
構

想
は
き
っ
ぱ
り
断
念

し
、「
維
新
政
治
」
は

大
本
か
ら
転
換
す
べ
き

で
す
。

　
「
改
革
」ど
こ
ろ
か
、

国
政
で
は
「
カ
ジ
ノ
実

施
法
」
で
も
「
働
き
方

改
悪
」
で
も
、
安
倍
政

権
に
「
何
で
も
賛
成
」

し
、
暴
走
を
助
け
て
い

る
の
が
維
新
で
す
。

　
「
大
阪
を
変
え
て
き

た
」
ど
こ
ろ
か
、
住
民

投
票
で
審
判
が
下
さ
れ

た
「
大
阪
市
壊
し
」
の

「
大
阪
都
」
構
想
に
し

が
み
つ
き
、「
敬
老
パ

ス
有
料
化
」
や
「
住
吉

市
民
病
院
つ
ぶ
し
」
も

進
め
ま
し
た
。「
テ
ス

ト
漬
け
」
の
異
常
な
競

争
・
管
理
教
育
や
、
政

治
に
差
別
と
分
断
、
ウ

ソ
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と

も
大
問
題
で
す
。
昨

年
、
台
風
21
号
で
甚
大

な
被
害
が
生
ま
れ
た
の

　

維
新
が
「
二
重
行
政

の
ム
ダ
」
と
言
っ
て
廃

止
・
統
合
し
た
の
は
、

府
民
に
と
っ
て
大
事
な

も
の
ば
か
り
で
す
。
地

域
で
か
け
が
え
の
な
い

小
児
・
周
産
期
医
療
機

能
を
担
っ
て
き
た
住
吉

市
民
病
院
の
廃
止
。

「
府
大
」「
市
大
」
の
法

人
統
合
や
「
公
衆
衛
生

研
究
所
」「
環
境
科
学
研

究
所
」、
信
用
保
証
協

会
―
―
。
な
ぜ
こ
れ
が

「
ム
ダ
」
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　

ぜ
ひ
、
現
実
を
見
て

下
さ
い
。

―
―
大
学
、
病
院
、
研

究
所
に
「
府
立
」
と

「
市
立
」
が
両
方
あ
る

こ
と
は
、
市
民
に
と
っ

て
役
立
ち
ま
す
。

　

い
い
え
。
１
９
９
０

年
代
以
来
の
「
大
阪
湾

ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
」
を

見
て
下
さ
い
。「
府
市

一
体
」
で
、
関
西
財
界

と
と
も
に
「
特
別
法
」

や
「
推
進
機
構
」
を
つ

く
っ
て
進
め
ま
し
た

が
、
旧
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
や

Ａ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
、
り
ん
く

う
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル

な
ど
は
こ
と
ご
と
く
大

失
敗
。
莫
大
な
「
負
の

遺
産
」
を
つ
く
り
ま
し

た
。「
バ
ラ
バ
ラ
の
二

重
行
政
」
だ
っ
た
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
府
も
、
市
も
」、
政
策

の
大
失
敗
を
し
た
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
維
新

は
、
今
度
は
「
府
市
一

体
」
で
人
工
島
・
夢
洲

費
増
・
シ
ス
テ
ム
運
用

経
費
な
ど
の
維
持
管
理

費
は
毎
年
50
～
60
億
円

も
必
要
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
負
担
は
続
き
ま

す
。

　
「
半
人
前
の
自
治

体
」
に
格
下
げ
さ
れ
た

「
特
別
区
」で
は
、
少
な

い
税
収
の
も
と
で
、
資

産
を
売
り
飛
ば
す
か
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
か
、
ど
ち
ら
か

の
選
択
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
も
、「
大
阪

都
」
に
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
二
度
と
大
阪
市
に

戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

守
り
、
よ
く
す
る
た
め

に
は
、「
大
阪
都
」
に

は
き
っ
ぱ
り
ノ
ー
。

　
「
暮
ら
し
の
安
心
・

希
望
」
を
築
く
た
め
、

国
政
で
は
何
よ
り
も

「
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ

プ
」
を
。
こ
ん
な
時
に

増
税
す
れ
ば
、
庶
民
の

暮
ら
し
も
「
商
都
大

阪
」
の
経
済
も
台
な
し

で
す
。
破
綻
し
た
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
は
な

く
、「
賃
上
げ
」
を
は

じ
め
、「
暮
ら
し
第

一
」
の
経
済
政
策
に
変

え
る
こ
と
で
す
。「
あ

ま
り
に
も
大
企
業
中

心
」
か
ら
「
中
小
企
業

主
役
」
へ
、
か
じ
取
り

を
切
り
替
え
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

大
阪
で
は
「
カ
ジ
ノ

よ
り
暮
ら
し
の
安
心
、

希
望
を
」
を
合
言
葉

に
、
不
幸
を
食
い
物
に

　

松
井
知
事
が
暴
露
し

た
「
密
約
」
は
、
２
０

１
７
年
４
月
17
日
に
交

わ
さ
れ
、
①
平
成
29
年

５
月
議
会（
大
阪
府
議

会
、
大
阪
市
会
）に
お

い
て
、
特
別
区
設
置
協

議
会
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ

可
決
す
る
、
②
特
別
区

設
置
協
議
会
に
お
い
て

慎
重
か
つ
丁
寧
な
議
論

を
尽
く
す
こ
と
を
前
提

に
、
今
任
期
中
で
住
民

投
票
を
実
施
す
る
こ

と
、と
い
う
内
容
で
す
。

「
大
阪
都
」
構
想
へ
の

「
住
民
投
票
」
実
施
を

府
民
・
市
民
不
在
で
進

め
る
ヤ
ミ
取
引
で
す
。

　

松
井
知
事
は
、
こ
れ

を
公
明
党
が
守
ら
な
い

か
ら
「
統
一
地
方
選
と

同
日
ダ
ブ
ル
選
挙
」
を

た
。
こ
の
時
、
維
新
は

「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。

二
度
目
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
」
な
ど
と
訴
え

ま
し
た
が
、
市
民
は

「
都
構
想
ノ
ー
」
の
審

判
を
下
し
、
橋
下
氏
は

「
政
界
引
退
」
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
５

年
秋
の
ダ
ブ
ル
選
挙

で
、
吉
村
市
長
候
補
の

選
挙
公
報
に
は
一
言
も

な
か
っ
た
の
に
、
勝
利

す
る
と
「
再
挑
戦
の
民

意
を
得
た
」
と
う
そ
ぶ

い
て
、
ま
た
ぞ
ろ
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
る
ご

と
に
ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
を

繰
り
返
す
の
は
、
住
民

自
治
も
、
民
主
主
義
も

壊
す
も
の
で
す
。

　
「
大
阪
都
」
に
な
れ

ば
、
政
令
市
・
大
阪
市

が
も
っ
て
い
る
、
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
財
源

と
権
限
が
「
都
」（
大
阪

府
）に
奪
わ
れ
ま
す
。

消
防
や
下
水
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
仕
事
も
大

阪
府
に
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
４
つ

の
「
特
別
区
」
に
バ
ラ

バ
ラ
に
さ
れ
る
と
、
国

か
ら
の
「
地
方
交
付

税
」
は
入
っ
て
こ
ず
、

借
金
で
あ
る
「
臨
時
財

政
対
策
債
」
だ
け
が
押

し
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
上
、「
特
別
区
」

設
置
に
伴
う
費
用
は
、

庁
舎
の
建
設
な
ど
で
最

大
６
３
７
億
円
も
か
か

り
、
さ
ら
に
新
た
な
議

会
の
設
置
経
費
や
人
件

　

２
０
１
７
年
総
選
挙

の
際
、
党
首
討
論
で
松

井
知
事
が
日
本
共
産
党

の
志
位
委
員
長
に
「
な

ぜ
大
阪
で
自
民
党
と
一

緒
に
？
」
と
質
問
し
、

志
位
さ
ん
が
「
そ
れ
は

維
新
政
治
が
ひ
ど
す
ぎ

る
か
ら
だ
」「
堺
市
長
選

で
も
審
判
が
下
さ
れ

た
」
と
返
す
と
、
知
事

は
二
の
句
が
継
げ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
「
異
質
の
悪
政
」
な

く
す
た
め
の
ス
ク
ラ
ム

は
当
然
で
す
。
安
倍
政

権
へ
の
態
度
や
政
策
の

違
い
を
超
え
て
、「
独

裁
的
」
で
は
な
い
、
ま

と
も
な
府
政
・
大
阪
市

政
と
議
会
の
姿
を
取
り

戻
す
た
め
の
共
同
を
進

め
て
い
る
の
で
す
。

　
「
大
阪
都
」構
想
は
そ

も
そ
も
２
０
１
１
年
、

ダ
ブ
ル
選
挙
で
「
だ
ま

さ
れ
な
い
で
下
さ
い
。

維
新
の
会
は
大
阪
市
を

バ
ラ
バ
ラ
に
し
ま
せ

ん
」
な
ど
と
真
っ
赤
な

ウ
ソ
を
法
定
ビ
ラ
に
書

き
、
橋
下
市
長
を
誕
生

さ
せ
、「
大
阪
市
廃
止
・

解
体
」
の
道
を
突
っ
走

っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

２
０
１
５
年
の
「
住

民
投
票
」
も
、「
特
別

区
」
設
置
の
「
協
定

書
」
に
維
新
以
外
の
各

党
が
反
対
し
て
一
度
否

決
さ
れ
た
の
に
、
官
邸

に
す
が
っ
て
創
価
学
会

本
部
に
働
き
掛
け
、
大

阪
の
公
明
党
の
態
度
を

１
８
０
度
ひ
っ
く
り
返

し
て
こ
ぎ
つ
け
ま
し

に
、
松
井
知
事
は
沖
縄

県
知
事
選
の
応
援
や

「
万
博
招
致
」
の
た
め

の
外
遊
を
優
先
し
ま
し

た
。

　

そ
の
一
方
、
カ
ジ
ノ

誘
致
と
巨
大
公
共
事
業

に
ひ
た
走
る
な
ど
、
従

来
の
府
政
・
市
政
に
は

な
か
っ
た
「
異
質
の
悪

政
」
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

安
倍
政
権
と
維
新
政

治
の
下
、
大
阪
の
１
人

当
た
り
の
府
民
所
得
は

３
３
０
万
円
か
ら
３
１

２
万
円
へ
減
少（
２
０

０
７
→
２
０
１
５
年

度
）、
府
内
総
生
産
も

マ
イ
ナ
ス
２
・
１
％
に

落
ち
込
み
、
貧
困
世
帯

の
割
合
は
23
・
２
％
と

全
国
最
悪
水
準
で
す
。

―
―「
二
重
行
政
解
消
」

で
浮
く
金
額
は
？
前
回

の「
住
民
投
票
」で
は
、

せ
い
ぜ
い
１
億
円
、
逆

に
「
特
別
区
」
を
新
た

に
つ
く
る
と
６
０
０
億

円
も
の
コ
ス
ト
が
の
し

か
か
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
府
の
「
り
ん
く
う

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル
」

と
市
の
「
旧
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ

ル
」
の
破
綻
は
、「
二

重
行
政
の
ム
ダ
」
で
は

な
く
、
府
も
、
市
も
、

関
西
財
界
の
意
を
く
ん

で
進
め
た
も
の
で
す
。

―
―
松
井
知
事
ら
は
大

手
前
と
咲
州
に
府
庁
の

「
二
重
庁
舎
」
を
つ
く

っ
て
い
る
の
に
、「
解

消
」
し
よ
う
と
し
ま
せ

ん
。

維
新
の「
密
約
暴
露
」劇

行
き
詰
ま
る「
都
」構
想

　

松
井
知
事
が
昨
年
末
、
突
然
「
公
明

党
と
の
密
約
」
文
書
を
暴
露
し
て
、
公

明
党
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ら
、

４
月
の
統
一
地
方
選
と
同
日
で
「
出
直

し
知
事
・
大
阪
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙
」
に

打
っ
て
出
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
こ

の
事
態
を
ど
う
み
る
か
。
Ｑ
＆
Ａ
で
見

て
み
ま
し
た
。

住民不在で「何でも政局」にする政治

維
新
と
公
明
の「
密
約
」っ
て
？

な
ぜ「
出
直
し
ダ
ブ
ル
選
」？

２
０
１
５
年
の
住
民
投
票
で
否

決
さ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
ま
た
？

何重もの嘘で塗り固められた都構想

「
維
新
が
大
阪
を
変
え
た
」と
宣

伝
し
て
い
ま
す
が
？

安倍政　
　権補完　大阪壊しの異質の悪政

「
二
重
行
政
の
解
消
」の
た
め
に

「
大
阪
都
」は
必
要
で
は
？

「市民に役立つ施設」次々つぶす維新

「
特
別
区
」に
す
れ
ば
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
よ
く
な
る
？

府も市も湾岸開発で破綻 カジノまで

「
府
市
一
体
」で
こ
そ「
大
阪
の

成
長
」が
あ
る
の
で
は
？

な
ぜ
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で

一
緒
に
維
新
政
治
に
反
対
？

暮らし守る財源も権限も府に奪われ

「異質の悪政」なくすためのスクラム

大
阪
の
行
き
詰
ま
り
を
ど
う
打

開
す
る
？

カジノより暮らし、中小企業、防災を

どうみる？

Q&A

（Ｑ１）（Ｑ５）

（Ｑ２）（Ｑ６）

（Ｑ３）（Ｑ７）

（Ｑ４）（Ｑ８）

shikai
テキストボックス
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